
開
会
に
あ
た
っ
て
育
成
会
の

花
本
啓
史
会
長
が
「
年
に
一

度
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
６
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
に
は
少
年
団
に
入
っ
た
ら

こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
。
皆
で
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
挨
拶
。

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
続

い
て
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

と
唱
和
。
全
員
で
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
鳴
ら
し
て
グ
ル
ー
プ
別
の
愉

快
な
出
し
も
の
が
始
ま
っ
た
。

最
初
は
女
子
Ａ
が
考
え
た
風

船
ゲ
ー
ム
。
二
つ
の
輪
に
な
っ

て
風
船
を
回
し
、
曲
が
止
ま
っ

た
時
点
で
白
の
風
船
を
持
っ
て

い
た
人
に
は
景
品
、
青
の
風
船

を
持
っ
て
い
た
人
に
は
罰
ゲ
ー

ム
な
ど
が
待
っ
て
い
た
。

２
番
目
は
男
子
に
よ
る
絵
ご

こ
ろ
ゲ
ー
ム
。
前
へ
出
た
人
に

示
さ
れ
た
題
の
絵
を
描
い
て
も

ら
い
、
何
が
描
か
れ
た
か
を
当

て
、
題
に
一
番
似
て
い
る
絵
を

挙
手
で
選
ん
だ
。

休
憩
時
に
は
楽
し
か
っ
た
本

年
度
の
少
年
団
活
動
が
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
。

３
番
目
の
出
し
も
の
は
、
景

品
が
多
く
用
意
さ
れ
て
い
た
女

子
Ｂ
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。

４
番
目
は
育
成
会
の
風
船
運

び
競
争
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
上
に
風

船
を
載
せ
コ
ー
ン
を
回
っ
て
戻

る
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
盛
り
上
が

っ
た
。

最
後
に
育
成
会
員
が
扮
し
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
団
員
や

低
学
年
の
児
童
ら
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
渡
さ
れ
、
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
閉
会
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
こ
の
と
こ
ろ
開
催
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
井
原
公
民
館
主
催

の
井
原
町
地
区
対
抗
球
技
大
会

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
が
11

月
19
日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
た
。

熱
戦
の
結
果
、
優
勝
は
本

町
。
２
位
以
下
の
順
位
は
発
表

さ
れ
な
か
っ
た
。

《
倉
掛
地
区
出
場
選
手
》

岡
本

哲
二
（
３
組
）

妹
尾

紀
子
（
３
組
）

村
上

達
也
（
５
の
２
組
）

浜
田

精
三
（
13
の
２
組
）

佐
能

敏
政
（
13
の
３
組
）

山
岡

節
子
（
15
の
１
組
）

敬
称
略

倉
掛
少
年
団
秋
季
資
源
回

収
が
11
月
19
日
、
関
係
者
30
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

作
業
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

始
ま
り
、
倉
掛
地
区
内
の
家
々

に
出
さ
れ
た
新
聞
や
古
雑
誌
な

ど
を
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
し
、
荷

台
が
満
杯
に
な
る
と
井
原
町
下

町
の
佐
藤
物
産
㈱
へ
。

今
回
は
午
前
11
時
前
に
終
了

し
、
団
員
と
育
成
会
員
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
佐
藤
高
志
会
長
夫
妻

か
ら
豚
汁
と
焼
き
お
に
ぎ
り
が

振
る
舞
わ
れ
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／佐能敏政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

少
年
団
資
源
回
収

２
０
２
３
倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
井
原
公
民
館

２
階
で
12
月
３
日
午
後
１
時
よ
り
開
か
れ
、
低
学
年
の
児

童
ら
を
含
む
関
係
者
44
人
が
参
加
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔

井原地区対抗球技大会

グラウンドゴルフ優勝は本町

伝統の井原町秋季大祭が１０月２２

日、好天の下で執り行われ、井原分団

第３部のＯＢや有志が久々に千歳楽を

担いで倉掛夏目地内を回った。写真＝

倉掛１７組から西へ向かう千歳楽

郷
社
足
次
山
神
社
で
10
月
22

日
、
井
原
町
秋
季
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
４
年
間
奉
納
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
備
中
神
楽
は
、
区
当
番

の
倉
掛
13
の
１
組
と
13
の
２
組

が
担
当
。
神
楽
を
舞
う
高
殿
と

呼
ば
れ
る
舞
台
を
設
営
す
る
た

め
、
早
朝
に
集
合
し
て
午
後
の

本
番
に
備
え
た
。

足
次
山
神
社
と
春
日
神
社
の

祭
典
は
午
前
10
時
、
山
室
晶
史

宮
司
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、

総
代
会
及
び
敬
神
会
と
区
当
番

（
４
人
）
が
出
席
し
た
。

正
午
過
ぎ
、
社
務
所
２
階
で

の
直
会
を
終
え
、
午
後
１
時
過

ぎ
か
ら
井
原
社
に
よ
る
備
中
神

楽
の
奉
納
舞
い
が
始
ま
る
と
境

内
の
人
出
も
増
加
し
た
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会
主

催
の
〝
鬼
ま
つ
り
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
〟
の
一
行
は
、
向
町
を

午
後
１
時
15
分
に
出
発
。
同
３

時
20
分
ご
ろ
郷
社
へ
到
着
す
る

な
ど
本
通
り
は
賑
わ
っ
た
。

足
次
山
神
社
の
大
久
保
克
朗

総
代
長
は
「
大
当
番
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
を
は
じ

め
、
氏
子
の
お
力
添
え
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

区
当
番

４
年
ぶ
り
神
楽
奉
納

井

原

町

秋

季

大

祭

千歳楽繰り出す

作
業
を
終
え
て
…

豚
汁
と
お
に
ぎ
り

倉掛少年団クリスマス会

平
成
30
年
の
第
２
回
大
会

は
倉
掛
が
優
勝
し
て
い
る

倉掛チームの皆さん＝11月19日・井原小学校

グループ単位でいろいろなアイデアを出し合って今年も
親子ゲームなどを楽しんだ＝井原公民館

倉 掛 夏 目 有 志 ら



２
０
２
３
井
原
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
同
好
会
リ
ー
グ
最
終
戦
が

11
月
19
日
、
井
原
陸
上
競
技
場

で
開
か
れ
た
。

今
季
の
上
位
３
チ
ー
ム
に
よ

る
第
１
試
合
は
、
１
位
の
Ｖ
Ｉ

Ｐ
に
挑
ん
だ
２
位
倉
掛
の
快

勝
。
接
戦
を
演
じ
た
２
戦
目
の

夏
目
と
は
同
点
で
引
き
分
け

た
。
（
試
合
は
い
ず
れ
も
規
定

に
よ
る
時
間
切
れ
）

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
～

る
で
12
月
９
日
、
ア
マ
チ
ュ
ア

音
楽
家
の
倉
橋
一
郎
氏
と
藤
代

直
人
氏
（
Ｐ
＆
Ｐ
）
を
招
い
て

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
い
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
サ
ロ
ン
あ

す
は
の
森
典
子
会
長
が
「
少
し

前
に
年
が
明
け
た
と
思
っ
て
い

た
ら
も
う
12
月
に
入
り
気
ぜ
わ

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
き
ょ

う
は
Ｐ
＆
Ｐ
さ
ん
の
音
楽
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
な
ど
と
挨
拶
。

ゲ
ス
ト
の
二
人
が
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
皮
切
り
に
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
「
学
生
時

代
」
「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」
な

ど
、
懐
か
し
い
曲
を
歌
い
終
え

る
た
び
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

休
憩
後
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た

片
岡
宏
文
民
生
児

童
委
員
か
ら
参
加

者
へ
ケ
ー
キ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
瀬
川
治
子

民
生
児
童
委
員
は

「
Ｐ
＆
Ｐ
の
お
二
人

に
は
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
謝

辞
を
述
べ
、
次
回
の

サ
ロ
ン
は
２
月
に
な
る
だ
ろ
う

と
関
係
者
に
伝
え
閉
会
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
主
催
の
防

災
訓
練
が
10
月
６
日
、
つ
ど
え

～
る
で
実
施
さ
れ
約
40
人
が
参

加
し
た
。

午
前
９
時
30
分
に
開
会
。
倉

掛
自
治
連
合
会
・
佐
能
敏
政
会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
井
原
市
危

機
管
理
課
の
北
田
和
之
主
任
主

事
と
中
原
亨
主
事
が
防
災
マ
ッ

プ
を
配
り
「
災
害
に
備
え
よ

う
！
」
と
題
し
た
出
前
講
座
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
井
原
消
防
組
合
職

員
二
人
か
ら
消
火
器
の
使
用
説

明
を
聞
き
、
参
加
者
は
水
消
火

器
で
〝
消
火
〟
を
体
験
。

続
い
て
１
階
湯
沸
し
場
か
ら

出
火
し
た
と
の
想
定
で
非
常
ベ

ル
を
鳴
ら
し
、
消
火
器
を
手
に

模
擬
消
火
を
行
う
一
方
、
「
火

事
で
す
。
外
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」
と
館
内
放
送
で
呼
び
掛

け
た
。

２
階
の
倉
掛
公
民
館
に
い
た

人
た
ち
は
、
備
え
付
け
の
斜
降

式
避
難
袋
を
延
ば
し
て
北
駐
車

場
へ
固
定
。
少
年
団
員
ら
参
加

者
は
窓
か
ら
次
々
と
滑
り
降
り

る
訓
練
も
体
験
し
た
。

こ
の
日
の
防
災
訓
練
に
参
加

し
た
住
民
か
ら
は
「
消
火
栓
の

使
い
方
も
知
っ
て
お
き
た
い
」

と
い
っ
た
消
防
団
へ
の
要
望
が

あ
っ
た
。
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12/16  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

12/23  正月しめ飾り作り方教室

9：30～（つどえ～る）

12/24  全国高校駅伝競走大会

12/28  つどえ～る年末年始休館

12/28～1/4

12/28  官公庁仕事納め

12/29  郷社倉夏氏子一斉清掃

9：00～10：00

12/28～29 井原分団第３部夜警活動

1/ 1  郷社足次山神社新年祈願祭

1/1～1/4

1/ 4  官公庁仕事始め

1/ 5  つどえ～る仕事始め

1/20  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

1/21  井原市消防出初式

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。

倉 掛 ほ っ と 情 報
■少年団３８年連続「火の用心」 11/9

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

Ｐ

＆

Ｐ

招

く

防

災

訓

練

を

実

施

倉
掛

同
好
会
最
終
戦

倉
掛
自
治
連

つ
ど
え
～
る

い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
を

発
着
及
び
中
継
点
と
す
る
井
原

市
駅
伝
大
会
が
12
月
10
日
、
小

田
川
土
手
を
周
回
す
る
新
コ
ー

ス
（
男
子
５
区

間
16
㎞
、
女
子

５
区
間
11
・
２

㎞
）
で
開
か
れ

47
チ
ー
ム
が
出

場
し
た
。

倉
掛
の
４
人
が
出
場
し
た
倉

駆
け
る
仲
間
２
０
２
３
（
池
田

雄
二
監
督
）
は
、
１
区
山
岡
友

紀
、
２
区
瀬
藤
慎
二
、
３
区
河

本
聡
志
（
倉
敷
市
）
、
４
区
川

相
勝
、
５
区
渡
辺
伸
太
郎
で
エ

ン
ト
リ
ー
。
（
敬
称
略
）

午
前
10
時
、
男
女
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。
同
チ
ー
ム
＝
写
真
下

＝
は
５
人
が
そ
れ
ぞ
れ
力
走

し
、
高
校
一
般
男
子
の
部
で
10

位
（
１
時
間
８
分
47
秒
）
と
健

闘
し
た
。

秋の全国火災予防運動にちなみ倉掛少年団防

火クラブ隊が１１月９～１０日、夜警活動を実

施した。初日はつどえ～るで出発式を行い倉掛

自治連合会や消防関係者約５０人が出席。その

後、拍子木を打ちながら全国統一防火標語「火

を消して、不安を消して、つなぐ未来」などの

標語を地域住民へ呼び掛けた

サ

ロ

ン

あ

す

は

クリスマス会

夏 倉

目 掛

４ ２

０ １

１ ３

２ １

７ ７

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

小
田
川
堤
を
力
走

倉
駆
け
る
仲
間
チ
ー
ム

アマチュア
音 楽 家

井原市駅伝

倉 Ｖ
Ｉ
Ｐ掛

５ ０

２ １

２ ２

× ２

９ ５

ヒットを放つ倉掛の西山津好選手

夏
目
と
の
試
合
前
に
整
列
す
る
倉
掛
の
メ
ン
バ
ー

新型コロナの関係もあってつどえ～る
でＰ＆Ｐの歌声を聴くのは４年ぶり


